
１　少年の薬物事犯検挙人員の推移

２　少年の大麻事犯の学職別検挙人員の推移と割合

少年の大麻事犯の現状
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令和２年の少年の大麻事犯検挙人員は、前年比＋278人（＋45.6％）の887人で、過去最多を更新。

［令和２年］
令和２年の少年の大麻事犯検挙人員を学職別に見ると、有職・無職少年に次いで高校生が多く、高校生の検挙

人員は５年間で約５倍に増加。
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